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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
仕
事
や
家
庭
の
都
合
な
ど

に
よ
り
、
子
育
て
を
手
伝
っ
て
ほ
し

い
方（
依
頼
会
員
）と
、
子
育
て
の
お

手
伝
い
が
で
き
る
方（
援
助
会
員
）、

そ
の
両
方
の
方
が
会
員
と
な
り
、
子

育
て
を
助
け
合
う
会
員
組
織
で
す
。

　
対
象
は
▼
依
頼
会
員
＝
小
学
6
年

生
以
下
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
で
、

子
育
て
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
方
▼
援

助
会
員
＝
子
育
て
の
お
手
伝
い
が
で

き
る
20
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
。

●
依
頼
会
員
に
な
る
に
は
　
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー（
子

ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
1
階
）の
窓
口

で
、
随
時
入
会
を
受
け
付
け
て
い
ま

す（
月
曜
〜
土
曜
日
、
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
）。
ま
た
、
左
表
1
の
会

場
、
日
程
で
出
張
入
会
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
。
15
分
程
度
の
個
別
説
明

を
聞
い
た
後
に
、
そ
の
場
で
会
員
登

録
が
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、

４
月
29
日（
祝
）、
５
月
５
日（
祝
）は
、
国
営
昭
和
記
念
公
園
の
無
料
入
園
日
で
す〔
５
月
５
日（
祝
）は
中
学
生
以
下
の
み
無
料
〕問
昭
和
管
理
セ
ン
タ
ー
☎（
５
２
８
）１
７
５
１

育
児
休
業
明
け
入
園
予
約

申
し
込
み
は
６
月
２
日（
月
）

～
６
日（
金
）

　
育
児
休
業
明
け
入
園
予
約
制
度
の

第
2
期
募
集
を
行
い
ま
す
。
募
集
は

0
歳
児
1
人
で
す
。

　
保
育
園
は
、
年
度
の
途
中
に
入
園

を
希
望
し
て
も
空
き
が
な
い
場
合
が

多
い
た
め
、
安
心
し
て
子
育
て
に
専

念
で
き
な
い
方
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。
そ
こ
で
、
あ
ら
か
じ
め
入
園
を

確
保
で
き
る
の
が
、「
育
児
休
業
明

け
入
園
予
約
」で
す
。

　
入
園
月（
第
2
期
）は
9
月
〜
平
成

27
年
3
月
、
実
施
園
は
私
立
西
国
立

保
育
園
分
園（
羽
衣
町
1
‒ 

21 

‒ 

11
）

で
す
。

　
申
込
方
法
や
対
象
と
な
る
方
な
ど

く
わ
し
く
は
保
育
課（
市
役
所
1
階
）

と
市
内
各
保
育
園
等
で「
入
園
の
し

お
り
」と
と
も
に
配
布
し
て
い
る「
育

児
休
業
明
け
入
園
予
約
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）。

申「
育
児
休
業
明
け
入
園
予
約
の
ご

案
内
」に
添
付
の
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
6
月
2
日（
月
）

〜
6
日（
金
）に
直
接
、
保
育
課
・
内

線
1
3
2
5
へ

学
習
支
援
員
を
募
集

　
市
教
育
委
員
会
は
、
市
立
中
学
校

で
生
徒
の
基
礎
学
力
の
定
着
を
支
援

す
る
学
習
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
学
校
教
育
に
興
味
・
関
心

の
あ
る
方（
学
校
で
の
指
導
経
験
の

あ
る
方
や
教
員
免
許
取
得
を
目
指
す

方
を
優
先
し
ま
す
）▼
業
務
＝
主
に

土
曜
日
や
放
課
後
、
長
期
休
業
期
間

を
中
心
と
し
た
補
習
授
業
等
で
の
学

習
支
援
▼
時
給
＝
9
9
0
円
▼
期
間

＝
採
用
日
か
ら
平
成
27
年
3
月
31
日

▼
勤
務
時
間
＝
1
日
5
時
間
以
内
で

学
校
と
調
整
▼
募
集
人
数
＝
5
人
程

度（
登
録
制
）

申
5
月
15
日（
木
）〔
必
着
〕ま
で
に
応

募
用
紙〔
指
導
課（
市
役
所
2
階
）で

配
布
す
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
〕に
必
要
事

項
を
書
い
て
直
接
、
ま
た
は
郵
送
で

指
導
課
指
導
係
・
内
線
2
4
8
6
へ
。

　
な
お
、
締
め
切
り
後
も
随
時
登
録

を
受
け
付
け
ま
す
。

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
と

施
設
見
学

　
き
こ
え
や
こ
と
ば
に
心
配
の
あ
る

お
子
さ
ん
の
学
校
生
活
を
支
援
す
る

教
室
で
す
。
い
ず
れ
も
専
用
駐
車
場

が
あ
り
ま
す
。
直
接
会
場
へ
。

時
・
場
①
4
月
26
日（
土
）＝
け
や
き

台
小
②
6
月
28
日（
土
）＝
七
小
。
い

ず
れ
も
▼
施
設
見
学
＝
午
前
9
時
〜

11
時
30
分
▼
相
談
＝
午
後
1
時
〜
4

時（
受
け
付
け
は
午
後
3
時
ま
で
）

問
け
や
き
台
小「
き
こ
え
と
こ
と
ば

の
教
室
」☎（
5
3
6
）9
6
6
4
、

七
小「
こ
と
ば
の
教
室
」☎（
5
2
7
）

3
6
2
7

自
治
会
加
入
で
地
域
活
動
を

　
自
治
会
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
自
主
的
に
結
成
さ
れ
た
、
地

域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
最
も
身
近
な

組
織
で
す
。
よ
り
住
み
や
す
い
地
域

に
す
る
た
め
、
自
治
会
に
加
入
し
て

地
域
活
動
デ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
せ
ん
か
。

加
入
を
希
望
す
る
方
は
、
協
働
推
進

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
住
ま
い

の
地
域
の
自
治
会
を
ご
案
内
し
ま
す
。

問
協
働
推
進
課
・
内
線
2
6
2
7

入
会
の
際
に
は
保
護
者
の
顔
写
真

（
縦
3
㌢
㍍
×
横
3
㌢
㍍
）が
1
枚
必

要
で
す
。
直
接
会
場
へ
。

●
援
助
会
員
に
な
る
に
は
　
事
業
説

明
会
と
養
成
講
習
会
へ
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
日
程
、
内
容
は
左
表

2
の
通
り
。
全
日
程
へ
の
参
加
が
必

要
で
す
。
欠
席
科
目
は
次
回（
平
成

27
年
1
月
開
講
予
定
）の
受
講
も
可

能
で
す
。
全
科
目
を
終
了
し
た
方
は
、

講
習
会
終
了
後
に
援
助
会
員
の
登
録

を
行
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
事
前
に
電
話
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み

を
。
保
育
が
必
要
な
方
は
申
込
時
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い（
3
歳
〜
学
齢

前
。
5
人
程
度
）場
▽
事
業
説
明
会

＝
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
5
階
▽
養
成

講
習
会
＝
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

申
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
☎（
5
2
8
）6
8
7
3
へ

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
会
員
を
募
集

表１	 依頼会員出張入会説明会

会　場 日　　程
(時間はいずれも午前10時30分〜正午)

女性総合センター 5階
6月10日、7月8日、8月12日、9月9日、
10月14日、11月11日、平成27年1月13日、
2月10日、3月10日、いずれも火曜日

ひまわり子育てひろば
（砂川学習館内）

5月21日、7月16日、9月17日、11月19日、
平成27年1月21日、3月18日、いずれも水
曜日

表2	 事業説明会・援助会員養成講習会
日　程 内　容

事
業
説
明
会

 5 月13日㈫
午前10時30分〜正午

事業説明（センターの仕組みや活
動の様子など）

援
助
会
員
養
成
講
習
会

 6 月17日㈫
①午前 9 時45分〜正午
②午後 1 時30分〜 3 時30分

①子どもとの関わり方で大切なこと
②子どもの安全と応急手当

 6 月18日㈬
③午前 10 時〜正午
④午後 1 時30分〜 2 時
⑤午後 2 時〜 3 時30分

③子どもたちの今と子育て支援の
必要性

④養育家庭について
⑤子どもの栄養と食事

 6 月25日㈬
⑥午後 1 時30分〜 3 時30分 ⑥子どもの発達と病気
 6 月27日㈮
⑦午前 10 時〜正午
⑧午後 1 時30分〜 4 時30分

⑦発達の気になる子どもの受け入
れと対応

⑧子どもの遊びと遊ばせ方ほか

国立音楽大学の博士課程修了生による
若さあふれる音楽会対小学生以上時5
月17日㈯午後2時開演（午後1時30分
からパイプオルガンによるプレコンサー
ト）場国立音楽大学講堂（柏町）定200人

（申込順）申5月3日㈷までに氏名、人数、
ファクス番号を書いてファクスで武本さ
んFax（528）2405

会員募集
●新絵手紙同好会　第2木曜チーム、
第2金曜チームの2曜日から選べます。
指導者も異なります。初心者歓迎時月
1回、午後1時30分〜3時30分場みんな
の展示場（柴崎町2−21−17）月1,500円
定若干名（申込順）申同会〔みんなの展
示場〕☎（524）4702
●公的施設に市民交流喫茶室を作る会
　「喫茶実習」ボランティア募集対コー
ヒー、紅茶、お菓子作りやサービスので
きる人時第1・第2・第3水曜日、午前9時
〜午後5時場柴崎学習館定若干名申箱
石さん☎090（4960）3027

まちのお知らせ
●押し花展示会　押し花サークル四季
が主催。会員による額や小物類の作品
を発表します。直接会場へ時4月26日㈯
〜29日㈷、午前10時〜午後5時（初日は
正午から、最終日は午後4時まで）場子
ども未来センター102会議室問山﨑さ
ん☎090（4930）6928
●第2回さかえギタークラブ演奏会　さ
かえギタークラブが主催。交響曲第9番

「新世界から」より第2楽章“ラルゴ”、ア
ルハンブラ宮殿の思い出、東京ブギウギ
などを演奏します。直接会場へ時5月25
日㈰午後2時開演場コミュニティスペー
ス旭通り（国立市東1─14。JR国立駅南
口徒歩4分）問髙村さん☎（524）0795
●第3期災害ボランティアリーダー養成
講座の受講生募集　立川市災害ボラン
ティアネットが主催。図上訓練、普通救

命、避難所運営、要援護者対応等、大震
災への備えを体験的に学びます対市内
在住・在勤・在学の方。立川市を拠点と
する団体の会員時6月14日㈯〜10月4
日㈯のうち7日間、午前9時30分〜午後
5時場総合福祉センターほか費4,000円

（講師謝礼、保険料ほか）定40人（申込
順）申4月25日㈮から市民活動センター
たちかわ☎（529）8323
●「ロシアの夕べ」コンサート　NPO立
川日露文化交流協会が主催。ピアニス
ト・早川枝里子さんとバイオリニスト・
小野唯さんがロシアの作曲家の作品を
演奏。バレエ曲もあり、バレリーナが登
場します時5月16日㈮午後7時30分開
演場女性総合センター費小・中・高校生
1,000円、一般2,500円申同協会・仙場
さん☎（540）7686
●「標的の村」上映会　「標的の村」を
上映する会・三多摩が主催。沖縄北部
の高江の村でオスプレイ訓練場建設に
抵抗する住民の姿を記録した映画の上
映、支援バンド演奏およびトーク時5月
10日㈯午前10時30分・午後2時・午後6

時の3回上映、間に「寿＋こぐれみわぞう」
「つちっくれ」の演奏とトーク場女性総
合センター費前売1,000円、当日1,200
円。前売券は下記へ申し込み定各回
180人申加藤さん☎・Fax（524）9863
●2014年第28回私たちの憲法を考え
る集い　市民のひろば・憲法の会が主
催。講演「『戦争する国』と私たちの歴史
認識」（講師は京都大学名誉教授・池田
浩士さん）、リレー発言、歌など。直接会
場へ時5月3日㈷午後1時〜5時〔展示
は4月29日㈷〜5月3日㈷〕場柴崎学習
館費500円（資料代ほか）問楢崎さん☎

（536）3212
●2014年こどもたちの健やかな成長
を祝うガーデンパーティー　至誠学園
ガーデンパーティー実行委員会が主催。
オープニングセレモニー、ゲーム・体験・
お食事・児童福祉啓発コーナーほか。直
接会場へ時4月29日㈷午前10時〜午後
2時30分場至誠学園（錦町6─26─15）問
石田さん☎（524）2601
●国立音楽大学主権・国際ソロプチミ
スト立川30周年記念共催コンサート　

この欄の情報の連絡・交渉は当事者間で。
市は関与しません。


